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【IFrameポートレット】 

・URLに Global Portalサーバーの URLを指定すると、ポートレット表示時、強制的にログ

アウト処理が行われます。 

  URLには Global Portalサーバーの URLを指定しないでください。 

  指定した場合はポータル管理者でログインし、ページまたはポートレットを削除してくだ

さい。 

・画面表示時にフォーカスが自動でセットされるサイト（Google 検索サイトなど）を指定

すると 

  そのポートレットにフォーカスがセットされてポータルのページが表示されます。 

 

【WebClippingポートレット】 

・クリッピング範囲は、<table>タブを閉じた範囲で指定してください。 

・クリッピング範囲に WebClippingポートレットを表示するページを指定するとループする

ことがあります。 

・Java スクリプト等を使用して画像を表示している場合、画像が正しく表示されない場合

があります。 

  画像を表示する際に、クリッピングした HTML タグの範囲外で、表示の処理が行われてい

る場合、 

  画像は表示されません。 

 

【PDFListポートレット】 

・Global Portalサーバーが Windows環境の場合、日本語のファイル名をリンク名とすると 

  PDFファイルを正常に参照できない可能性があります。 

・PDFファイルが日本語の場合、リンク名上で右クリックして「対象をファイルに保存」を

選択すると、 

  表示されるファイル名が文字化けするのでファイル名を再設定してから保存してくださ

い。 

 

【htmlポートレット】 

・文字コードは、Shift-JISコードのみです。 

・<BODY>タグは削除されるため、そこでの背景設定は無効となります。 

・システムで予約されているため、<STYLE>タグ内に「GP」で始まるクラスは使用できませ

ん。 

・ページ内の外部リンク(<A>タグ)は、「target=”_blank”」が挿入されます。 

・ポートレットに表示する htmlファイルをシステムにアップロードする際に 

  JavaScript で記載された箇所は削除されるため、JavaScript を使用することはできませ

ん。 

・タグ要素に対してスタイルを指定した場合、ページ表示が崩れることがありますので使用

しないでください。 



 

【サーバーツール】 

・ページ反映ツール、ポートレット追加ツールでグループコードを指定した場合、 

  複数の処理を行うため事前にコミットが行われます。そのため、-tオプションが 

  有効になりません。（ユーザコードのみを指定した場合は有効です。） 

・メンテナンスツール実行時、全ユーザー(ポータル管理者を含む)は、必ず Global Portal

サーバーから 

  ログアウト処理を行ってください。ユーザーのログイン状態を保持したまま、 

  メンテナンスツールを実行すると、そのユーザーのユーザページが正しく変更されない可

能性があります。 

 

【Microsoft Internet Explorer 11(32bit)】 

・[ツール]メニュー - [インターネットオプション] - [セキュリティ]タブの[信頼済 

  みサイト]を選択し、[サイト]ボタンをクリックし、以下を設定してください。 

  1.本システムの Webサイトをゾーンに追加。 

  2.「保護モードを有効にする」をチェックしない。（デフォルトはチェックなし） 

 

 

 


